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核スピン系の特色として多 くの人々はその単純さを上げる｡事実ヘルシンキ グループ が書い
た核スピン ･オーダーの レビュー記事の中で ｢金属中の核スピン系は磁性研究の良いモデルを提
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図2 断熱消磁冷却後の帯磁率の温度変化
スピン ･グラス､電子系のものと思われ る
帯磁率の血pについて調べている｡
3)今後の研究の方向
この我々の結果では､Scの核スピン系の断熱消磁冷却でScの電子系も冷却できたものと考
えている｡これはScの核スピンー格子 (電子)緩和時間が非常に短いこと､またSc金属と鋼
の核ステージの間の熱接触が比較的悪いことによると思われる｡結果として鋼の核ステージとS
c金属の間に熱スイッチを入れた事と同じになったと患われる｡このことから超低温技術が進み
2-300tlKの温度に1ケ月以上も保っておける現在では-段目と二段 目の試料の間に熱スイッチを
入れることにより電子系も同時に冷却でき､pK温度領域の電子物性の研究が可能になったと考
えている.今後核磁性の研究の他に､積極的に此の領域の研究､即ちtAK温度領域の電子物性の
研究も行ないたい｡
最後にこのSc金属の実験は金沢大学と東大物性研超低温グループとの共同研究であることを
申し添えます｡
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